




















































































































































































































































































































ん委員会編『愛知県史 資料編２ 考古２ 弥生』
p. 606、図３の１
⑷ 前掲書 p. 605、図２の８
⑸ 前掲書 p. 606、図３の２
⑹ 岩瀬太七「上佐脇小史」（御津町史編纂委員会
編『御津町史資料 第十六集』、1964年所収）
⑺ 『愛知県宝飯郡御津町土地宝典』（帝国市町村地
図刊行会1960）は前稿の第４図でも援引した。
前稿では引用にあたり、方位を北から西へ約30°
偏する誤表示をしていた。今回、そのことに気付
いたので、ここに訂正する。
⑻ 大参義一氏の遺品資料は、現在「大参義一文
庫」として、安城市歴史博物館の架蔵するところ
となっている。同文庫の調査は、2011年（平成
23年）12月22日に同館で実施させていただいた。
調査にあたり、玉井力氏のご指導と森田亮子氏の
援助を受けた。
⑼ 大林正巳氏は、河原田遺跡が所在する上佐脇地
区に居住されており、1981年当時には、御津町
文化財保護審議会の会長と、御津町史編纂委員会
の副会長を務められていた。
⑽ この時期を特定することは難しいが、旧御津町
教育委員会にも小墓堂地点で採取された遺物がい
くつか保管されており──現在は豊川市教育委員
会の所蔵──、これらの収納ラベルには、遺物の
採取日が書き込まれていて参考になる。それによ
ると、小墓堂地点における遺物の採取時期は
1965年（昭和40年）12月18日から翌年の５月11
日にかけてであり、愛知大学による現地調査が終
了した直後から翌年５月までの約半年間であった
ことがわかる。
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写真31・32　整理作業の様子（前田清彦氏を招聘して）
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河原田遺跡発掘調査の記録Ⅱ
233─　　─
9
